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菊池先生の数々の思い出のうち，そのいくつかを書い
てみたい。
私の先生との出あいは，今の富山県生物学会の前身で
ある富山博物学会(大・ 14・10設立)の席上であった。
富山師範を卒業し小学校教員になって数年後のことで
あるが，その時，先生の人なみはずれた長身に驚き，柔
和なもの腰に心をヲ|かれ，お話は学問的な深測をかい
ま見る思いがしたことを記憶している。これは今から40
年も前のことであるが，その後は学会などで先生の馨咳
(けいがい〉に接する機会が少なくなかった。しかし，
そのうちに私は，金沢高等師範学校(昭・ 19・s・1開
校〉に助教授として招かれ，佐藤和韓鶏(わかし〉教授
の植物学講座のお手伝いをしながら，主として分類学と
植物群落の生態とを担当することとなり，しばらく富山
県から離れることになった。
ところが，それから間もなく終戦となり，米軍進駐，
世情騒乱，言語に絶する苦難の道を日本が歩むこととな
る。この終戦前後，激動の間，先生には，お会いする機
会もほとんどなかったが，富山高校(旧制)を去られて
県立高岡中学校長に，それから県庁のお役人となり，新
制県立高等学校の編成と設立・実施など，困難な仕ァ事を
なさっていることを陰ながら見，開きしていた。私は，
父・母が相次いで病床に伏すなど家庭の事情もあって，
心ならずも金沢高師から県立富山中部高等学校(旧制神
通中学校)に転勤したばかりのころ，寧政部のパラット
とか名のる男が学校へどなりこんできたことがある。そ
の言うところ，三分の理はありそうだが，まあ無茶苦茶
としか思えないことを押しつけてくる一一。 こんな輩
(ゃから)を相手に，県立高校編成の大仕事を推進，彼
ら軍政部の無理難題の矢おもてに立っておいで、になった
とし寸先生の，苦渋のご心中が思いやられて，今なお胸
がいたむので、ある。
記念誌「八紘」の巻頭にみる奥野良作措く
菊池先生のおもかげ(右)と「軍秘」など
の文字が見える共同研究報告書の表紙
I 臨海実習で
戦争も次第に末期症状へ。今からすれば，それと思い
当ることが身辺に多くなってきた昭和19年の秋，中等学
校の科学教育推進，出征による中等教員不足の補充，撃
ちてし止まんの戦意高揚などを目的とする「富山県中等
学校理数科教員臨時養成講習J (以下「中理臨講」とよ
ぶ〕が，県によって企岡された。これには県内あちこち
の中学校・女学校・小学校教員の中から選抜されたもの
が受講した。まあ， ，~ド常体制j即応で，かり集められたと
いうわけ。
開講式は宮山市蓮町の富山高校で。教壇に立っていた
ものどもが，この日からは毎日先生方の講義を聞き，実
験実習，ノートの整理や報告書の準備などに追われるこ
ととなった。しかし先生方も日ごろ尊敬しているすばら
Lい方々であるし，私ら生物組8名も気心が通い合い，
これまでの学校現場にない楽しさと伸びやかさがあっ
た。
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そのころ，菊池先生は，永年の富山高校の教壌を去 ι:あった。
り，富山県有数の名門校，県立高岡中学校長であった i磁の上の都麻麻をみれば根をはえて，年ふかからし神
が，ご多忙の中で生物学を指導してくださることとなす、 、かちならし。
た。ちなみに動物学に植木忠夫先生，植物学は進野久五→ きて，しばらく歩いて，日本海の荒波が眼下に寄せる
郎先生である。菊池先生には学校での講義はほとんどな。 一崖の上の道路わきの草むらに腰をおろして小休止。ズッ
かったと思うが，そのかわち氷見の女良村，虻(あぶ〉 ク靴に巻脚幹 fまきけはん)，国防色の国民服に戦闘帽，
が島方面1?白2日の臨海実習がある。晩秋の海は荒し そしてリュックサック。菊池先生も同じいでたちであ
それで海には入らず磯で貝がらを拾ったり，小さな貝が る。当時はこうして歩くことが当然で， 2里や3里も，
らの混った砂をかき集めたり一一。宿に帰って，その砂
の中から貝がらをピンセットで拾う。 こんな小さな貝
が，こんなにもたくさんあるとは驚きであった。先生は
限りなく出てくる貝の種名を申される。私らは一心にそ
れを紙片に書きこみ，貝をそれで包む。小学生になった
ような楽しいひと時であった。ウニの受精を~鏡検，しか
しこれは涼し過ぎ，時期はずれのため成功じなかった。
先生も私らも残念がることしきりであった。
この時集めた標本は約90種。これは，その後，理科の
授業によく活用することとなった。
さて，冒頭図版の右方は菊池先生の面影を，受講の記、
念誌「八紘」というものの巻頭に他の先生方のお顔と共
に受講生奥野良作描くーーで載せたそれである。がり版
刷りで用紙もざら紙の粗末なものであった。はるかなる
思いも色あせたこの刷り物を手にしていると，菊池先生
の声が聞こえ， 35年前も昨日のごとく胸中を去来するの
である。
E 樹陰に巻貝を探す
氷見海岸は能登半島の基部にあたり，植物気候のうえ
から見ても富山県としては最も暖地位要素に富んでい
歩いたうちにはいらない。疲れを知らぬ健脚ぞろいであ
ったわけ。でも草むらに足を投げ出して，やはりほっと
する。私はリュックから取り出したものを「おやつ」が
わりに皆に配る。それは，菓子などという「ぜいたく」
な代物(しろもの)ではなく，配給品の満州大豆を小麦
粉で練り，ほどよい大きさの固まりにして，それを油で
揚げたもの，いうなれば大豆の天ぶら。僅かに甘味はつ
けてあるが，先生は
「これはうまい。ょくできている。ありきたりの材料
で，こんなにおいしく作られる奥さんの腕前はたいし
たもの一一」
之激賞される。この言葉と，うまそうに食べてくださる
先生の人がらに改めて感じ入る。とんだところで家内の
株があがる結果となった。
思えば，毎日の御飯も大豆6分に米4分，大豆なんか
は飽き飽き。そしてサツマイモのつるや茎は上等な野
菜!いや主食代用品である。たんぼのイナゴも重要な栄
養補給源，イタドリやサクラの葉は乾燥し，巻いてたば
との代用，こんな窮乏の時代であった。
国塩風Iこよ-.s植物被害を調査す-.s
る。中理臨講の1泊2日，女良村の鴻海実習の帰りは， 冒頭挿図の左方に見えているのが「昭和19年O月O日
暖地性樹木の多いこの海岸の街道を歩き，道ばたの草 の塩風による槌物被害」の報告書表紙である。中理臨講
木，山足から浸み出る地下水の中の小虫などを観察。朝 の生物組8名の共同研究物であるが， r.軍秘」とか⑧の
臼神社境内では落葉の中の巻貝探し一一こういう経験が 文字が見え，今日的にはまことに異様で，ものものしい
少ないせいか，皆のものは菊池先生の手ほどきを受けな 4 ことである。実はこの調査資料に当時の気象状況の記録
がら神妙である。教えられたとおり，せっかちに落ち葉 がのせである。その文中には「一一航空・船舶その他O
を掻き分けたりしないで， 1枚1枚丁寧に裏返しながら O関係深きため，一切「寧秘」に属し，一般発表は厳禁
探すのである。だが左巻きマイマイも見つからず，あま されあるものなるも，われら研究生の熱意を諒とせら
り収獲もなく，帰りの時間を気にしながらツママやヤブ れ， 00測候所・00観測にては⑧に支障なき程度に
ニクケイの昼なお暗い樹陰から出るo 山一 ~一ーJーなどとあって，調査には苦労し神経を使ヴたもの
境内の一隅に根を下ろし，街道に覆いかぶさっている である。
ツママの巨樹を見あげながら先生は，万葉歌人大伴家持 この年の秋，相次いで来襲した台風のうち，あとの時
卿がこのあたりで詠じたであろう一首を口ずさまれた。 は，その日の19時には風速 16mの北北東の風が観測さ
一同は，それぞれに万葉のいにしえに想いを馳せるので れた。この風が長時間にわたって吹き荒れ，海面のしぶ
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きを陸上に運び，所によっては，それが内陸10数kmに
も及んだ。そのため農作物の枯死するもの多く，樹木な
どにも多くの被害が現れた。この月日は00と記され陰
蔽されたのである。
この調査は，菊池先生をはじめ，植木・進野珂先生の
御指導助言によるものであるが，各自分担の主題は次の
ようであった。
被害植物目録
一般農作物の被害状況
当時の気象状態
塩害による大根のその後の生育調査
横山美治
寺崎源次郎
吉田哲龍
吉田秀雄
富山湾沿岸地区の被害状況(観測定点37)
蔵 重作・奥野良作
塩風による被害植物(木本)の異常生長
屋敷七五三夫
植物の被害程度と塩基性反応 山岡正尾
富高中庭における大根被害の調査(被害度とそ
の因子) 山岡正尾
関係写真(被害撮影収録〕および関係文献収録
山岡正尾
IV 猫肉試食とエチルアルコール試飲
犬の肉を食ったとか，まむしを食ったなどはよくある
こと，まだ「げてもの食し、」のうちに入らぬ。ナメクジ
の天ぷら， カブトムシのつくだ煮となると珍しいなど
と，だれかが出した話題に花が咲き，猫肉を食べてみる
こととなゥた。だが，妖怪，鍋島の猫騒動は言わずもが
な，子供のころから化け猫の「妄念」などを聞かされて
いるから，薄気味悪いこと甚だしい。しかし，この試食
は，科学者気質(かたぎ) ?が，習俗的妄信へのささや
かな抵抗の試みというものであったのかも知れない。
数日後，黒猫の死体が某君によって研究室に運びこま
れる。昨夜拒(ゃく〕殺，即称名念仏供養したから安心
をーーとのこと。待ちかまえていた(かどうか〕皆のも
の，解剖j台，解剖皿，解剖ばさみ，メスなどを駆使，解
剖学の実習よろしく，間もなく美しい肉のこま切れが解
剖皿に盛られ，それが野菜ぬきのすき焼風広味付けされ
る。
さあ試食だ/ シャレーが皿がわれ箸は何であった
か記憶にないが，ともかく一切れつまみあげる。先生方
も私らも，やや跨踏(ちゅうちょ)，顔を見合せてから
日にほおり込む。悪い味ではない。でも多く食べる気が
せず，味はまあまあだーーとし、うことで，ことは終った
次第である。
次にエチルアノレコールの試飲だが，これはまず研究用
のアルコールの持出しから始まる。よからぬことながら
乞黙認とし、うわけ。この企みは単なる試飲ではなく，講
習も終末(19年12月23日終了)に近づき，いわばお別れ
の宴(うたげ)であって，お3人の先生を招待，懇親の
時を持とうというものである。清酒は苦労して少しばか
り用意したものの，これだけでは10人余りの口には心も
とない。そこで思いついたのが， このアルコールで、あ
った。このころメチルアルコールを飲んで一命を落とす
ものが時々あったから，これが確かにエチルアルコール
で有毒でないと知りながら，初めてとあれば，いささか
不気味だった記憶が未だ風化していないのである。
V 先生の年賀状
先生の年賀状は，いつも毛筆墨書の伸ひ、やかな文字が
大きく筆太に認めてある。こんど先生の思い出に古い年
賀状の束，およそ30年分=9，000枚余りの中から数枚を
探し出して懐しんだのはよいとして，この原稿を書き上
げる過程で，それが何かに紛れこんだらしく行方不明。
ついに年賀状をここに載せられなくなったのは，まこと
に残念。それはともかく，清らかな陽春の光と，さわや
かな情趣をのせて， 1枚の紙片が必ず元旦に届けられて
くるのであった。
行方不明だった年賀状が思わぬところから
出てきた.これがそのうちの2枚
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